
【取り組む際に生じた課題】
１ 海外マーケットの情報が不足。
２ 売り先はバイヤー任せとなってしまう。
３ 輸送費や税金等の加算で、現地販売価格が上昇する。

【ウェブサイト】 http://www.bungomeijyo.co.jp/

【対応の結果】
１ 蒸溜酒（焼酎）が、高温多湿のアジア諸国では輸送・保管に有利なこと
から焼酎の輸出拡大を図る。
２ 世界の主流であるアルコール度数40度以上の商品開発。
3 ノンアルコール商品の販売。

○○

○○

 取引先の卸から商談をうけて、アメリカへ純米吟醸酒を年間（平成11年）1,300L輸出
して以降、現在も取引を継続中

 中国を中心にアジア地域での輸出拡大に取り組む

品目 輸出量(㍑) 出荷時期

平成30年度
純米吟醸酒 1,550

通年
焼酎 140

純米酒・焼酎・甘酒

【主な品目】

アメリカ・アジア地域

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ 国内のアルコール消費量が減少する中、近隣諸国への販路拡大。
２ 甘酒（ノンアルコール）の輸出拡大(R1年中国に540L輸出）。
３ 焼酎の輸出拡大。

【生じた課題への対応】
１ ジェトロや関係商社から情報収集。
２ 国内商談会へ参画。
３ 海外向けの新商品開発を検討。

【連絡先】 代表者：狩生孝之 ＴＥＬ：0972-58-5855

（平成11年度より輸出開始）

純米吟醸酒

大分県 （株）ぶんご銘醸
『純米吟醸酒・焼酎をアメリカ、中国へ』

アルコール飲料

【効果があった取組】
輸出商品には、和紙等を使
い日本文化を表現する包装
とした。

日本独自の健康飲料として
売り込み

【活用した支援・施策】 －


